
総務費 13,881,084円（人件費含む：町費）
後期高齢者医療後期連合納付金 212,214,840円
諸支出金 192,700円（町費）

備　 考 　一般財源は繰越金を除く財源と歳出決算額との差引額。

項 目

特定財源の名称・金額
保険料 147,324,900円　使用料及び手数料 5,700円　繰入金 77,552,840円　諸収入 1,069,308円（延滞金 2,600
円　還付金 188,200円　雑入（窓口負担見直に伴う保険証郵送代） 878,508円）

令和４年度
経費の内訳

事務事業に係る経費の詳細

予算科目（歳出区分) 会計 6 後期高齢者医療特別会計 款

  うち繰越分↓
0

  うち繰越分↓
 一般財源(e) 611,671

  うち繰越分↓
335,876

  うち繰越分↓
148,746,000

  うち繰越分↓
うち受益者負担 137,704,700

  うち繰越分↓
147,324,900

  うち繰越分↓
230,020,000

  うち繰越分↓
 その他(d) 212,033,230

  うち繰越分↓
225,952,748

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓

財
源
内
訳

 国庫支出金(a)
  うち繰越分↓

 県支出金(b)
  うち繰越分↓

 地方債(c)
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

230,020,000
  うち繰越分↓

0 0 0

３　事業費の推移と評価対象年度経費

令和３年度 令和４年度（評価対象年度） 令和５年度（見込）

事業費【(a)～(e)の合計】 212,644,901
  うち繰越分↓

226,288,624

事務事業の内容
どのような方法・手段で
事務事業を行ったか

○保険料関係（保険料は4月1日現在の被保険者及びそれ以降に資格取得した被保険者に賦課）
　徳島県後期高齢者医療広域連合→保険料の決定
　東みよし町→保険料の徴収
　　　　【徴収方法】
　　　　　　・特別徴収（年金天引）…年6回で年金支給月に年金から天引き
　　　　　　・普通徴収（窓口納付・口座振替）…納期8月から翌年3月まで（全8期）

○各種届出関係
　徳島県後期高齢者医療広域連合→医療費の支給等
　東みよし町→申請の受付事務・システム登録、受付書類の進達、限度額認定証等の交付

事務事業の成果
結果・実績はどうか

○保険料
　　【現年分】
　　　　　調定額 147,695,600円　収納額 147,251,800円　未納額 443,800円　収納率 99.7％
　　【滞納繰越分】
　　　　　調定額 114,100円　収納額 73,100円　未納額 41,000円　収納率 64.07％
○各種給付関係申請実績
　　限度額適用・標準負担額認定 249件、特定疾病認定 6件、高額療養費支給 137件
　　療養費支給 89件、食事療養費差額支給 8件、葬祭費支給 207件、高額介護合算 161件

特記事項 不納欠損 0件

２　事務事業の目的・内容・成果

事務事業の対象
具体的に誰(なに)を

後期高齢者医療被保険者
・75歳以上の高齢者
・65歳以上75歳未満で申請により障害認定を受けた者

対 象 者
2,507人

(令和5年3月末）

事務事業の目的
どのような状態にしたいのか

　県内全市町村が加入する徳島県後期高齢者医療広域連合が、世代間の負担の明確化と公平性を図
り、国民皆保険を維持し、医療保険制度を将来にわたり持続可能なものとしていく。

事業継続年数 事業開始年度 平成20年度

分野別施策 ６　社会保障の充実 所 属 長 濱口 富雄

主な施策 ３　後期高齢者医療の適正な運営 電話番号 82-6360

第２次
総合計画体系

政策目標 １　健やかに暮らせるまち 担当部署 住民課

根拠法令等 高齢者の医療に関する法律

事業実施方法区分

東みよし町 事務事業評価シート 評価年度 令和５年度 事業年度 令和４年度

１　事務事業の概要

事務事業名 後期高齢者医療保険料徴収及び各種届出事務 整理番号 1305-016

町直営 全部委託 一部委託 補助金等指定管理

5年以内 6年～10年 11年～20年 21年以上


